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４．議題 

【公開部】 

１．事務局報告 

（１） 構成員の交代について 

（２) 各施策の進捗状況報告 

（３） 平成28年度追加配分について 

２．各WG進捗報告 

（１）システム実用化ＷＧ概要報告 

① 経６施策 中間報告の概要報告 

・経６②「走行映像ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ構築技術の開発及び実証」 

・経６⑤「車外情報の活用に係るセキュリティ技術の研究・開発プロジェクト」 

・経６⑥「交通事故低減効果詳細見積りのためのシミュレーション技術の開発に係る調査」 

   ② 内１①「ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｯﾌﾟ構築に向けた試作・評価」受託者説明概要報告 

（２）次世代都市交通ＷＧ概要報告 

① 内１④「次世代都市交通システム正着制御に係るセンシング技術関する調査」受託者説明 

② 内１⑤「次世代都市交通システムの速達性・安全性に係る調査」受託者説明 

（３） 国際連携ＷＧ概要報告 

① SIP-adus Workshopの準備状況 

②受容性醸成イベント「市民意見交換会」の開催計画 

３．成果報告 

総１③「インフラレーダーシステム技術の開発」 

[インフラレーダーの試作機デモ等] 

４．国際標準化活動について 

経６⑩「ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｯﾌﾟの国際標準化と海外動向等調査」検討状況報告 

・海外との連携方策について 

・アーキテクチャ 

５．最近の国際動向について 

（１）米国運輸省/NHSTA 自動運転ガイドラインについて 

（２）Ｇ７長野県・軽井沢交通大臣会合宣言 

 

【非公開部】 

６．各WG・TF進捗報告 

（１） 大規模実証実験企画ＴＦ検討状況報告・審議 

（２）「大規模実証実験」の実施体制について 
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５．配布資料 

資料２５-１-１ 構成員名簿 

資料２５-１-２ 2016年度施策一覧 

資料２５-１-３ 平成28年度追加配分について 

資料２５-２ 各 WG議事内容 

資料２５-２-１-１-１ 経６②⑤⑥施策状況中間報告についての議論要旨 

資料２５-２-１-１-２ 経６②「走行映像データベース構築技術の開発及び実証」中間報告 

資料２５-２-１-１-３ 経６⑤「V2X等車外情報の活用にかかるｾｷｭﾘﾃｨ技術の研究・開発」中間報告 

資料２５-２-１-１-４ 経６⑥「交通事故低減詳細効果見積もりのためのｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ技術の開発及び実証」中間報告 

資料２５-２-１-２-１ 内１①施策受託者説明についての議論要旨 

資料２５-２-１-２-２ 内１①「ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｯﾌﾟ構築に向けた試作・評価」受託者説明 

資料２５-２-２-１-１ 内１④施策受託者説明についての議論要旨 

資料２５-２-２-１-２ 内１④「次世代都市交通ｼｽﾃﾑ正着制御に係るｾﾝｼﾝｸﾞ技術関する調査」受託者説明 

資料２５-２-２-２-１ 内１⑤施策受託者説明についての議論要旨 

資料２５-２-２-２-２ 内１⑤「次世代都市交通システムの速達性・安全性に係る調査」受託者説明 

資料２５-２-３-１ 国際連携ＷＧ 議論要旨 

資料２５-２-３-２ SIP-adus Workshopの準備状況 

資料２５-２-３-３ 受容性醸成イベント「市民意見交換会」の開催計画 

資料２５-３ インフラレーダー試作機デモ説明資料 

資料２５-４-１ 海外との連携⽅策について 

資料２５-４-２ 自動運転の為のデータに関するシステムアーキテクチャ 

資料２５-５-１-１ 米国運輸省の自動運転ガイドラインについて 

資料２５-５-１-２ FEDERAL AUTOMATED VEHICLES POLICY OVERVIEW 

資料２５-５-２-１ Ｇ７長野県・軽井沢交通大臣会合の結果について 

資料２５-５-２-２ Ｇ７長野県・軽井沢交通大臣会合宣言 自動車及び道路に関する最新技術の開発・普及 

資料２５-５-２-３ G7 Transport Ministers’ Meeting Declaration Karuizawa, Nagano, Japan 

 

資料２５-６-１-１ 大規模実証実験企画TFについての議論要旨 【非公開資料】 

資料２５-６-１-２ 大規模実証実験企画TF進捗報告 【非公開資料】 

資料２５-６-２ 「大規模実証実験」の実施体制について 【非公開資料】 

資料２５-７ SIP 自動走行システム会議予定 【非公開資料】 

参考資料１ 自動走行システム推進委員会(第 24回)議事録 (電子配布) 【非公開資料】 
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６．議事録 

【公開部】 

１）事務局報告 

 資料２５－１－１から資料２５－１－３に基づき、構成員の交代、各施策の進捗状況、平成28年度の

追加配分について報告を行った。 

２）各WG進捗報告 

（１）システム実用化ＷＧ概要報告 

① 経６施策 中間報告の概要報告 

 資料２５－２－１－１－１から資料２５－２－１－１－４に基づき、以下の施策について報告と

議論を行った。 

「走行映像ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ構築技術の開発及び実証」 

「車外情報の活用に係るセキュリティ技術の研究・開発プロジェクト」 

「交通事故低減効果詳細見積りのためのシミュレーション技術の開発に係る調査」 

   ② 内１①「ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｯﾌﾟ構築に向けた試作・評価」受託者説明概要報告 

 資料２５－２－１－２－１、資料２５－２－１－２－２に基づき、「ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｯﾌﾟ構築に向けた試

作・評価」について報告と議論を行った。 

（２）次世代都市交通ＷＧ概要報告 

 資料２５－２－２－１－１、資料２５－２－２－１－２に基づき、以下の施策について受託者に

よる報告と議論を行った。 

「次世代都市交通システム正着制御に係るセンシング技術関する調査」 

「次世代都市交通システムの速達性・安全性に係る調査」 

（３） 国際連携ＷＧ概要報告 

 資料２５－２－３－１から資料２５－２－３－３に基づき、SIP-adus Workshopの準備状況、「市

民意見交換会」の開催計画、について報告と議論を行った。 

３）成果報告 

 資料２５－３に基づき、インフラレーダーシステム技術の開発について報告と試作機デモ、議論

を行った。 

４）国際標準化活動について 

 資料２５－４－１、資料２５－４－２に基づき、「ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｯﾌﾟの国際標準化と海外動向等調査」

について報告と議論を行った。 
５）最近の国際動向について 

 資料２５－５－１－１から資料２５－５－２－３に基づき、下記内容について報告した。 

「米国運輸省/NHSTA 自動運転ガイドラインについて」 

「Ｇ７長野県・軽井沢交通大臣会合宣言」 

 

【非公開部】 

６）各WG・TF進捗報告 

 資料２５－６－１－１から資料２５－６－２に基づき、大規模実証実験の検討状況について報告

と議論を行った。 

 

以上 


